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Hyogo Prefecture １ 進度調整地用地の取得状況①
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Hyogo Prefecture １ 進度調整地用地の取得状況②
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Hyogo Prefecture １ 進度調整地用地の取得状況③
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Hyogo Prefecture

・新宮町（現たつの市）、三日月町（現佐用町）、上郡町の３市町域にまたがる県南西部丘陵地を、西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ計画の中核都市として造成した国際的
な科学公園都市

播磨科学公園都市の概要

経 緯

※１　委任内容： ※２　委任内容（見直し）：
１　西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ計画の推進 １　播磨科学公園都市建設に係る総合調整
２　播磨科学公園都市建設に係る総合調整 ２　その他（視察者の案内に関すること）
３　大型放射光施設の立地推進
４　その他（視察者の案内に関すること）

２ 播磨科学公園都市の計画変遷

年 動き
構想
法定外計
画

法定計画

S45～ ・民間企業が2,000haのﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ都市開発を計画し、同社による用地取得を新宮､三日月､上郡3町(当時) が協力

S52 ・ｵｲﾙｼｮｯｸにより同社が計画を中止。3町が県に支援要請し、県は西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ計画(4市10町)の中核都市として検討着手

S56 ・西播磨地域が国の｢ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ基本構想｣策定地域に選定され、県に「西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ推進会議」を設置

S57 ・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ基本構想を策定（企画部）〔人口：4万人、面積：2,200ha〕

S58 ・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発構想を策定（企画部）〔人口：4万人、面積：2,200ha〕

S59 ・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ基本計画を策定（企画部）〔人口：3.6万人、面積：2,200ha〕

・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発計画を策定(企画部)〔人口及び面積の記載なし〕

・第1工区の用地取得・建設を企業庁が所管

・西播磨新都市第1工区基本設計（企業庁）※企業庁は基本設計から所管

・第1工区に建設着手
・第2･3工区の用地を土地開発公社へ先行取得依頼(企画部･企業庁)

H2 ・矢野･小犬丸地区の用地を土地開発公社へ先行取得依頼（企画部）

・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発計画の総合推進を委任※１（企画部→企業庁）

・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発計画を策定（第2期）(企画部)〔人口：2.5万人、面積：2,010ha〕

・第１工区の産業用地分譲を開始

H5 ・播磨科学公園都市（第2･3工区）基本設計（企業庁）※企業庁は基本設計から所管

H7 ・第１工区の戸建住宅分譲を開始

・大型放射光施設（SPring-8）の供用開始

・播磨科学公園都市まちびらき記念式典開催

・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発計画を策定（第3期）(企画部)〔人口：2.5万人、面積：2,010ha〕

・テクノポリス法 廃止→新事業創出促進法 施行

H11 ・第2･3工区用地及び矢野･小犬丸地区用地を土地開発公社から取得（企業庁）

H12 ・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ地域高度技術産業集積活性化計画(産業労働部)〔人口：2.5万人、面積：2,010ha〕

H14 ・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発計画の総合推進委任事務の見直し
※２
（企画管理部、産業労働部→企業庁）

H9

H10

・西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発構想を策定（第2期）(企画部)
〔人口：2.5万人（第1工区：5,100人、第2･3工区：19,900人）、面積：2,010ha（第1工区：960ha、第2･3工区：1,050ha）〕

S60

S61

H3

H4

【参考】第1工区人口（R6.4.1現在）

夜間人口 計画人口
（参考）
昼間人口

人口 1,205人 5,100人 5,545人
住宅戸数 483戸 1,800戸
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